
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
八
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ス
ー
パ
ー
マ
ル
サ
ン
吉
川
店 

 
 

 

埼
玉
県
吉
川
市
中
野
五
十
七
番
地
一 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
の
開
店
以
来
、
近
隣
住
民
は
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
・
交
通
上
の 

 
 

被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
第
一
種
中
高
層
住
宅
専
用
地
域
と
し
て
の
生
活
環
境
保
持
の
為
、 

 
 

以
下
の
と
お
り
改
善
、
対
策
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 
 

⑴ 

騒
音
・
振
動
対
策
に
つ
い
て 

 
 

 
 

店
舗
、
倉
庫
、
連
絡
通
路
、
納
品
車
、
荷
さ
ば
き
場
等
で
の
騒
音
は
、
吉
川
市
環
境
保 

 
 

 

全
条
例
の
規
制
基
準
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
昼
間
（
午
前
八
時
～
午
後
七
時
）
五
十
デ 

 
 

 

シ
ベ
ル
、
朝
・
夕
（
午
前
六
時
～
午
後
八
時
、
午
後
七
時
～
午
後
十
時
）
四
十
五
デ
シ
ベ 

 
 

 

ル
、
夜
間
（
午
後
十
時
～
午
前
六
時
）
。
ま
た
、
振
動
に
つ
い
て
も
昼
間
六
十
デ
シ
ベ
ル
、 

 
 

 

朝
・
夕
、
夜
間
五
十
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
と
な
る
様
、
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

㈠ 

店
舗
か
ら
の
騒
音 

 
 

 
 

(イ) 

店
舗
北
側
自
動
扉
の
開
閉
時
に
店
舗
内
の
音
が
漏
れ
て
い
ま
す
。
開
閉
の
時
間
が 

 
 

 
 

 

長
く
、
特
に
マ
イ
ク
を
使
っ
た
朝
礼
、
売
り
出
し
商
品
の
案
内
、
店
内
音
楽
や
従
業 

 
 

 
 

 

員
の
掛
け
声
等
が
騒
音
と
な
っ
て
終
日
住
宅
地
側
に
響
い
て
い
ま
す
。
北
側
自
動
扉 

 
 

 
 

 

を
二
重
扉
と
す
る
等
、
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

(ロ) 

店
舗
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
空
調
機
室
外
機
及
び
店
舗
西
側
の
冷
凍
機
室
外
機
の
音 

 
 

 
 

 

が
高
く
、
夜
間
の
安
眠
が
妨
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昼
間
も
住
宅
の
窓
を
開
け 

 
 

 
 

 

ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
室
外
機
を
店
舗
正
面
側
に
移
設
す
る
等
、
対
策
を
講
じ
て
く 

 
 

 
 

 

だ
さ
い
。 

 
 

 

㈡ 

倉
庫
か
ら
の
騒
音
・
振
動 

 
 

 
 

 

倉
庫
南
側
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
早
朝
五
時
よ
り
午
後
十
時
三
十
分
頃
ま
で
開
い
て
い
る
た 

 
 

 
 

め
、
倉
庫
内
で
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
作
業
音
、
話
声
が
外
へ
漏
れ
て
い
ま
す
。
防
音 

 
 

 
 

対
策
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 



 
 

 
 

(イ) 

建
物
全
体
の
防
音
対
策
を
行
い
、
倉
庫
内
の
作
業
音
が
外
へ
出
な
い
よ
う
に
し
て 

 
 

 
 

 

く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

(ロ) 

南
側
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
自
動
扉
に
交
換
し
開
閉
時
間
を
短
い
も
の
に
し 

 
 

 
 

 

て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

(ハ) 
空
調
機
室
外
機
及
び
冷
凍
機
室
外
機
の
音
が
高
く
、
夜
間
の
安
眠
が
妨
げ
ら
れ
て 

 
 

 
 

 

い
ま
す
。
ま
た
、
昼
間
も
住
宅
の
窓
を
開
け
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
室
外
機
の
対
策 

 
 

 
 

 

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

(ニ) 

従
業
員
通
勤
用
自
転
車
・
バ
イ
ク
置
き
場
の
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
出
退
勤
時 

 
 

 
 

 

の
駐
輪
・
駐
車
、
エ
ン
ジ
ン
音
が
騒
音
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

㈢ 

連
絡
通
路
（
橋
）
か
ら
の
騒
音 

 
 

 
 

 

倉
庫
と
店
舗
間
の
連
絡
通
路
（
橋
）
を
商
品
移
動
に
使
用
す
る
台
車
の
走
行
音
と
従 

 
 

 
 

業
員
の
話
し
声
が
騒
音
の
元
凶
と
な
っ
て
い
ま
す
。
店
側
は
、
連
絡
通
路
の
使
用
は
午 

 
 

 
 

前
六
時
か
ら
と
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
午
前
五
時
前
か
ら
午
後
十
時
過
ぎ
迄
、
使 

 
 

 
 

用
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

(イ) 

連
絡
通
路
（
橋
）
の
使
用
は
平
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
土
日
祝
日
は 

 
 

 
 

 

原
則
使
用
中
止
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

(ロ) 

使
用
す
る
台
車
に
は
全
て
消
音
装
置
（
一
部
対
策
を
講
じ
た
も
の
で
は
不
十
分
） 

 
 

 
 

 

を
取
り
付
け
る
と
と
も
に
、
連
絡
通
路
は
音
の
出
に
く
い
材
質
に
交
換
し
て
く
だ
さ 

 
 

 
 

 

い
。 

 
 

 
 

(ハ) 

連
絡
通
路
及
び
市
道
上
で
の
、
従
業
員
の
打
合
せ
、
私
語
雑
談
、
休
憩
（
喫
煙
等
） 

 
 

 
 

 

は
行
わ
な
い
よ
う
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

㈣ 

商
品
搬
入
時
の
騒
音
・
振
動 

 
 

 
 

 

早
朝
四
時
か
ら
夜
十
時
ま
で
住
宅
地
を
ト
ラ
ッ
ク
が
走
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路 

 
 

 
 

沿
い
の
家
屋
は
揺
れ
と
エ
ン
ジ
ン
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
通 

 
 

 
 

学
路
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
道
幅
が
狭
く
常
に
歩
行
者
が
危
険
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

搬
入
の
場
所
、
時
間
等
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

(イ) 

四
ト
ン
以
上
の
大
型
車
は
全
て
、
店
舗
正
面
側
か
ら
商
品
搬
入
を
行
う
よ
う
お
願 

 
 

 
 

 

い
し
ま
す
。
倉
庫
北
側
か
ら
の
納
品
は
二
ト
ン
以
下
の
車
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

(ロ) 

早
朝
・
深
夜
の
商
品
搬
入
は
、
倉
庫
入
口
・
店
舗
正
面
側
と
も
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 

商
品
の
搬
入
は
、
朝
七
時
以
降
か
ら
、
夜
は
八
時
ま
で
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑵ 

悪
臭
の
防
止
に
つ
い
て 

 
 

 
 

弁
当
・
総
菜
の
製
造
に
使
う
揚
げ
油
の
不
快
臭
が
強
烈
で
、
体
調
不
良
を
起
こ
し
て
い 

 
 

 

ま
す
。
洗
濯
物
を
干
し
た
り
窓
を
開
け
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
一
時
、
改
善
が
見
ら
れ 

 
 

 

ま
し
た
が
、
再
び
悪
臭
が
住
宅
側
に
漂
っ
て
い
ま
す
。 



 
 

 

㈠ 

フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
台
数
と
使
用
頻
度
に
見
合
っ
た
脱
臭
装
置
の
導
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

ま
た
、
定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
、
性
能
の
維
持
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

㈡ 

厨
房
か
ら
の
排
気
ダ
ク
ト
は
、
住
宅
側
か
ら
店
舗
側
に
移
設
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑶ 
そ
の
他
環
境
対
策 

 
 

 
 

連
絡
通
路
付
近
に
騒
音
・
振
動
計
（
デ
ジ
タ
ル
）
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
二
十
四 

 
 

 

時
間
表
示
に
よ
り
規
制
基
準
値
厳
守
の
注
意
喚
起
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
店
舗
運
営
に
対 

 
 

 

す
る
信
頼
感
と
安
心
感
が
高
ま
り
ま
す
。 

 
 

⑷ 

住
民
か
ら
の
苦
情
及
び
改
善
要
求
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

 
 

 
 

こ
れ
ま
で
、
住
民
側
と
の
話
合
い
は
吉
川
市
（
環
境
課
・
道
路
公
園
課
）
立
会
い
の
下
、 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
六
月
四
日
と
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
の
二
回
持
た
れ
ま
し
た
が
、
被
害 

 
 

 

実
態
の
認
識
に
ズ
レ
が
あ
り
、
改
善
の
求
め
に
対
し
抜
本
的
・
具
体
的
改
善
策
が
提
示
さ 

 
 

 

れ
て
い
ま
せ
ん
。
店
舗
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
保
持
を
図
り
企
業 

 
 

 

と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
す
。 

 
 

 

㈠ 

苦
情
及
び
改
善
要
求
に
つ
い
て
は
、
責
任
あ
る
担
当
窓
口
（
社
長
直
轄
）
を
設
け
、 

 
 

 
 

真
摯
な
対
応
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

㈡ 

解
決
に
あ
た
っ
て
は
事
実
を
正
し
く
把
握
し
、
迅
速
に
具
体
的
改
善
策
を
示
し
、
合 

 
 

 
 

意
の
上
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

㈢ 

対
応
困
難
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
等
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、 

 
 

 
 

代
案
が
あ
れ
ば
お
示
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑸ 

倉
庫
と
連
絡
通
路
を
使
用
し
な
い
店
舗
運
営
の
検
討 

 
 

 
 

今
回
の
出
店
は
、
既
存
の
建
物
を
利
用
し
た
形
で
の
第
一
種
中
高
層
住
宅
専
用
地
域
へ 

 
 

 

の
出
店
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
事
前
協
議
・
新
設
等
の
届 

 
 

 

け
出
、
住
民
説
明
会
等
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
既
存
不
適
格
の
店
舗
と
し
て
の
開 

 
 

 

店
と
な
り
ま
し
た
。
近
隣
住
民
は
何
の
説
明
も
受
け
な
い
ま
ま
、
以
前
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ 

 
 

 

ー
か
ら
食
品
ス
ー
パ
ー
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
商
品
量
・
客
数
・
納
品
車
・
来
店
客
の
車 

 
 

 

が
爆
発
的
に
増
え
、
静
か
な
住
環
境
が
一
変
し
た
突
然
の
変
化
に
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
開 

 
 

 

店
以
来
、
一
部
改
善
は
見
ら
れ
た
も
の
の
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
・
交
通
上
の
被
害
は
未
だ 

 
 

 

に
続
い
て
い
ま
す
。
現
状
は
、
多
大
な
迷
惑
と
負
担
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
法
が
予
定
す 

 
 

 

る
生
活
環
境
の
保
持
が
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
最
大
の
課
題
で
あ
る 

 
 

 

騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、
倉
庫
と
連
絡
通
路
を
使
用
し
な
い
店
舗
運
営
を
検
討
・
計
画
化 

 
 

 

し
、
そ
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
上
記
の
対 

 
 

 

策
・
改
善
を
図
る
こ
と
が
、
営
業
時
間
延
長
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
八
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
ま
で 



三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

 


